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ユーザニーズの多様化に伴い，機能や価格，信頼性といったこれまで重要視されてきたニーズだけで
なく，使い心地や快適性などの感性的なニーズや個人ごとに異なる嗜好や欲求（ウォンツ）も注目され
ている．感性的なニーズを扱う上で信頼性が高く有効な方法論のひとつである感性工学のアプローチで
は，心理学的実験と統計解析を利用することによって，感性情報の特徴である個人のばらつき，状況依
存性，並びに潜在性といった諸課題を解決し，感性指標として顕在化する．この指標に基づくプロダク
トデザインによって，新たな社会的価値を創出することが可能となる． 
本研究では，プロダクトのレビューテキストを統合的に利用して感性指標を構築し，次に感性指標か
ら算出されるプロダクト毎の印象値を教師ラベルとして，プロダクトの画像を学習する手法を提案す
る．最終的には画像から，その感性的印象を推定することを目的としている．提案手法ではまず，テキ
ストマイニングによりプロダクトから受ける主要な印象（印象トピック）をレビューテキストから抽出
する．その後，印象トピックの強さを表願する値を各プロダクトに対する複数のレビューテキストから
それぞれ算出し，これらの値をテキスト印象得点とする．次に，得られたデータを用いて学習用データ
セットを作成する．具体的には，テキスト印象得点から教師ラベルを作成し，レビューテキストと紐づ
いた画像に付与する．これにより，画像と印象トピックの強さを表現する教師ラベルの組み合わせから
なるデータセットを作成する．最後に，作成したデータセットを用いて，画像の印象推定をクラス分類
問題として解き，画像印象得点を推定する深層学習モデルを印象トピックごとに構築する． 
本手法を用いて，腕時計の感性指標を構築した．「上品さ」に関する印象トピックの得点を推定する
深層学習モデルの精度を検証した結果，推定した得点と人が画像の印象を主観評価した得点との間に，
相関係数 0.81の強い相関関係が確認された．また，高い画像印象得点が推定された上位 10%のプロダク
トに対して，人が低い評価得点をつけるケースは確認されなかった．以上より，本手法を用いて推定し
た印象得点の妥当性が示された． 
加えて本手法を，画像の色や質感を高精度に表現する特徴量であるスタイル特徴をベースとした印象
推定に適用した．プロダクト画像のスタイル特徴を用いてデータセットを作成し，印象推定を行った結果，
プロダクトの感性指標構築におけるスタイル特徴の有用性を示すことができた． 
